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在宅寝たきり者に対する訪問歯科保健医療サービスの

効果について

高澤みどり 吉森 和宏

目的　寝たきり者が訪問歯科保健医療サービスを受けたことにより，義歯の装着，歯口清掃，食

生活，ADL等がどのように変化したかを明らかにする。

方法　平成5年度に訪問歯科保健医療サービスを受けた44人を調査対象者として，平成6年8月

から9月にかけて，保健婦および歯科衛生士が訪問または電話で聞き取り調査を行った。調

査できたのは38人だった。

成績　訪問歯科保健医療サービスを実施したところ，寝たきり者の①食事を始めとしたADLが

向上した。②主訴が改善した。③義歯を使用していない者が減少した。④義歯の手入れをし

なかった者が，本人または介護者が義歯の手入れをするようになった。⑤歯みがきをしなか

った者が，本人または介護者が歯みがきをするようになった。⑥軟食および流動食から普通

食に改善された。⑦食生活の改善を中心とした日常生活の向上が見られた。などの変化が認

められた。

結論　訪問歯科保健医療サービスを実施したことにより，寝たきり者のADL，義歯の装着，歯

口清掃，食生活等の向上改善が認められた。
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